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論文要旨 
「日本の近代化と幕末維新観－大衆文化の史的考察－」 
 
2014年度 文学研究科 相良真理子 
本論文は、小説と演劇に描かれた幕末維新観の変化を近代日本における社会状況の推移
との関連で分析し、幕末維新観変遷の全体像、及びその史的意味を明らかにしたものであ
る。 
まず序において、在来の明治維新観研究の問題点を指摘し、全体構成を述べて本論文の
方向性を示した。 
第一章では、自由民権運動期に連載された宇田川文海の小説「勤
きん
王佐幕
のうさばく
巷説
こうせつ
二葉
ふたばの
松
まつ
」と
これを劇場で上演した「若緑二葉松」、そして宇田川の作品と関連する渡辺霞亭の小説「青
松葉」を取り上げ、幕末尾張藩で起きた藩士一斉処刑事件が小説に描かれていく過程とそ
れらの作品に対する読者や観客の反応を、新聞・雑誌の投書や劇評、筋書き、脚本などの
史料を用いて明らかにした。 
第二章では、『大阪朝日新聞』の花形作家であった渡辺霞亭が、日本の近代化の流れとと
もに新聞記者・小説家になるまでを丹念に追った。愛知県瀬戸市や名古屋、岐阜県での実
地調査で得た新史料とその成果を盛り込み、幕末尾張藩の藩士一斉処刑事件で斬罪に処せ
られた家老渡辺新左衛門を伯父にもつ霞亭の生い立ちを明らかにした。また、伯父新左衛
門の処刑に材を取った渡辺霞亭の小説「小弓引」（1890年）と小説「青松葉」（1905年）に
史的考察を加えた。 
第三章では、旧水戸藩士の息子で大阪毎日新聞社の記者となった菊池幽芳の小説と劇場
での上演を取り上げた。明治後期から大正期に『大阪朝日新聞』の渡辺霞亭と並び称され
た人気作家菊池幽芳の作品は、良家の子女を魅了し、大阪道頓堀の劇場に新しい観客層を
呼び込んだ。本章では、幕末維新観が大きく変化する明治末から大正期の人気作品を取り
上げ、社会と街の変化を読み解いた。 
第四章は、明治期以降の小説に描かれた新選組観の変遷を取り上げた。司馬遼太郎や子
母沢寛、松村巌らが新選組を描いた小説や、隊士のひとり永倉新八が『小樽新聞』記者に
語った回顧譚、さらには新選組に悪感情を持つ本願寺の侍臣西村兼文の手記と元新選組隊
士阿部隆明の談話など、さまざまな立場からの新選組観を取り上げ、時代とともに大きく
変化する新選組に対する見方を追った。2004 年に刊行された宮地正人『歴史のなかの新選
組』（岩波書店刊）は、新選組の研究書として代表的なものの一つである。同書は、「市岡
殷成風説留」などの風聞書を使って、明治中期に発表された西村兼文の『新撰組始末記』
の史料批判を行っている。史実検証の上で同書は大変参考になるものだが、虚構が作り出
された時期の検証や、その時期の社会状況との関連で現代史のなかに位置付けて考察しよ
うとする視点はない。いつその虚構が作り出されたのか、虚構が作り出された時代の社会
状況に目を向け考察することは、「歴史のなかの新選組」を考える上でのもう一つの重要な
歴史課題といえよう。 
第五章では、日本の開国に大きくかかわった幕末の政治家井伊直弼を取り上げた。井伊
直弼の再評価は、明治 20年代にはじまり、日露戦後に大きな流れとなって戦後の舟橋聖一
の小説「花の生涯」へとつながっていく。明治、大正、昭和戦前期、そして戦中から戦後
へと、井伊直弼に対するさまざまな歴史的解釈が付けられていく過程を詳細に追った。あ
わせて戦時下に新聞などに連載された大衆小説や、劇場で上演された演劇に、幕末維新が
どのように描かれたのかについても論述した。 
終章では、戦後の「花の生涯」について考察するとともに、近代日本における幕末維新
観変遷の史的意義を示し、全体のまとめとした。 
補論一は、第三章を補うため、近代工業化過程における大阪の街の変貌を、特に衛生環
境に光をあてることによって明らかにした。補論二は、第五章の「６戦時下の幕末維新観」
を補うため、劇場街道頓堀を含む南地五花街の戦時下の状況と、大阪大空襲で壊滅し、復
興するまでの街と人びとの暮らしの変化を明らかにした。 
なお、本論文で取り上げた作家は、宇田川文海・渡辺霞亭・菊池幽芳・子母沢寛・海音
寺潮五郎・舟橋聖一・司馬遼太郎である。作品には、『勤王佐幕巷説二葉松』「青松葉」『井
伊大老』『新選組始末記』『日本の黎明』『花の生涯』『新選組血風録』等々がある。演劇に
ついては、産業革命を経て近代工業都市として発展した大阪における典型的芝居町、道頓
堀五座などにおける上演状況と観客の反応を考察の対象とした。 
資料は、明治・大正・昭和期に刊行された小説や文芸評論等の単行本及び古記録関連の
文書類、新聞や雑誌から収集した膨大な数の記事を用いた。記事収集には、主に『朝日新
聞』（『大阪朝日新聞』）『毎日新聞』（『大阪毎日新聞』）『大阪時事新報』『読売新聞』などの
新聞、『演芸画報』『演劇新報』『劇場珍報』『芝居道楽』などの演劇関係の雑誌、『大阪人』
『大大阪』『上方』『大阪経済雑誌』など大阪関係の雑誌を用いた。幕末維新期の歴史的事
実については、実地調査によって収集した関連資料や公文書等を用いて論述した。補論二
は、大阪府の公文書や空襲関係資料を分析、検討して叙述した。 
